
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター ２０１３年 

８月号 

 

８月のみどころ 

【上旬】 

秋の渡りが始まり、風蓮湖の干潟ではキョウジョシギ

やトウネン、アジサシなどの姿が見られるようになりま

す。また、初秋の花である、オオウバユリやウンラン、

エゾオグルマ、ハンゴンソウなどが楽しめます。自然学

習林ではルリイトトンボという鮮やかな青色をしたトン

ボが見られ、時々蚊やハゴロモといった小さい昆虫をフ

ライングキャッチする姿が見られます。 

 

【下旬】 

シギやチドリの種類がさらに増え、干潟はとても賑やか

になります。風蓮湖周辺の湿地ではルリボシヤンマがもの

すごい速さで飛ぶ姿が見られます。また、ネイチャーセン

ター周辺ではコサメビタキのヒナが巣立ち、幼鳥を見かけ

るようになります。運が良ければ、ネイチャーセンターの

すぐ目の前でエサ獲りの練習をする姿も見られます。 

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター(無料) 
春国岱のガイドマップの配布や双眼鏡の無料貸し出し、スライドの上映などを行っています。 

また、レンジャーが生き物に関する質問などに随時お答えしています。気軽にお声かけください。 

おすすめスポット 

エゾトリカブトやキツ
リフネなどの花が咲き
ます。 

アカゲラの開け 
た食痕が見つか 
ります。 

東梅岬からは 
オジロワシが 
見られること 
もあります。 

捕まえたハゴロモを食べるルリイトトンボ 

ハマシギ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春国岱クイズ いきもの図鑑 

チョウを探すときはまず植物から 

根室にはミヤマカラスアゲハやクジャクチョウなど、美し

いチョウがたくさん生息しています。また、カラフトルリシ

ジミというとても希少なチョウも生息しています。これらチ

ョウの仲間は種類ごとに見られる場所が異なり、闇雲に探し

てもなかなか見つかりません。  

チョウの生息地がある程度限られている主な理由の一つは、幼虫時代の食性にあります。

例えば、シロチョウの仲間ならアブラナ科、アゲハの仲間ならミカン科（※一部例外あり）、

といったようにチョウのほとんどは、幼虫時代に食べることができる植物の種類がある程

度決まっています。つまり、チョウの生息地はその植物の分布によって左右されるのです。 

実は、このチョウによる食性の違いを利用すれば、チョウ探しもだいぶ楽になります。

例えば、ミカン科のキハダの近くに行くと、ミヤマカラスアゲハが飛んでいるのを見かけ

ます。また、最初に挙げたカラフトルリシジミの幼虫は植物のえり好みが強く、ガンコウ

ラン、コケモモ、クロマメノキといった限られた植物しか食べません。そのため、これら

の植物を見つけることができれば、カラフトルリシジミに出会える確率が高くなります。 

もし、目当てのチョウが見つからないときは、ためしにそのチョウが食べる植物をあら

かじめ図鑑などで調べ、分布している場所を探しておいてはいかがでしょうか。チョウの

好みが強ければ強いほど見つけやすくなるはずです。 
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 Ａ．緑色
みどりいろ
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英名 Cinnamon Sparrow  学名 Passer rutilans 

美しい翅を持つミヤマカラスアゲハ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レポート 

夏の春国岱写真撮影教室 

 6月 29日、春国岱でセンダイハギやハマナスなど夏を

代表する動植物や風景を楽しみながら写真の撮影技術を

学ぶ「夏の春国岱写真撮影教室」を開催しました。 

はじめに、レンジャーからその時期に見られる春国岱

の景色と動植物の紹介をした後、講師の本川先生（写団

ねむろ代表）から、構図やしぼりなど写真撮影の基本に

ついて教えていただきました。 

座学の後、参加者の皆さんと春国岱へ行き、講師の

先生方の指導を受けながら、思い思いの作品を撮影し

ました。熱心に撮影をした中からお気に入りの一枚を選

んでいただき、それぞれの作品について講師の先生方に

講評していただきました。講師からは、撮影対象の配置

についてや、ピントをどこに当てるのが適切だったかな

どのアドバイスをいただきました。 

 

 

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形式）でお送りしています。経費削減のためﾒｰﾙ配信にご変更いただける方は、春国岱ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰに
お名前とメールアドレスをご連絡ください。ご協力お願いいたします。  春国岱ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ： nemu_nc＠marimo.or.jp 

ＮＥＷＳ 

※重要なお知らせ 
8月中は春国岱橋の補修工事のため、春国岱
が利用できません。 

■期間：平成 25年 7月 16日～8月 31日 
大変ご迷惑をおかけいたします。皆様のご理解とご協力

のほどよろしくお願いいたします。 

なお、春国岱ネイチャーセンターと自然学習林は工事期

間中も通常通りご利用いただけます。 

春国岱 

7月初旬の夕方、春国岱の駐車場にたくさんのショウドウツ

バメが舞い降りていました。最初は車に驚いて一斉に飛び立っ

たのですが、車の中から静かに見ていると、すぐに地面に降り

てきました。しきりに何かをついばんでいたのでエサでも捕ま

えているのかと思ったのですが、双眼鏡でよく見たところ、枯

草を拾い上げたり、貝殻の破片や小石をくわえてみたりしてい

ました。巣材として運んでいくわけでもなく何をしているのか

は分かりませんでしたが、5ｍほどの距離で可愛らしい姿をゆ

っくり見ることができました。    【記：レンジャー手嶋】 

レンジャー日記 



 

 

 

      

/  

9:00 12 00 

海辺の生き物観察会 

春国岱周辺にある干潟や磯場で海辺に歩いて

行って、そこに住む生き物を捕まえて観察し

ます。※つかまえた生物は観察後に放します。 
100円 

定員 20名（先着） 

8/2までにお申込みください 

対象：小学生以上（小学生は保護者

同伴） 

持ち物：長靴、帽子、着替え、軍手、

あればタモ網、バケツ 

/  

9:00 17:00 

クラフトコーナー 

春国岱周辺などで集めた貝殻や木の実などを

使って工作ができます。材料はネイチャーセ

ンターでも用意していますが、使いたい材料

がありましたらお持ちください。 

無料 

申込み不要 

※開館時間中はいつでも 

ご覧いただけます。 

/ /  

9:00 17 00 

イラスト展 

うしさん（なまはんか）野鳥観察記 

～マンガで見る根室の夏の野鳥～ 

根室の身近な夏鳥についてネイチャーイラス

トレイターの「うしさん」（松下和江さん）が

４コマ漫画でおもしろおかしく紹介してくれ

ます。 

無料 

申込み不要 

※開館時間中はいつでも 

ご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事などのお知らせ 

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター 

（入館無料） 

〒086-0074 北海道根室市東梅 103番地 

TEL．0153-25-3047  FAX．0153-25-8570 

E ﾒｰﾙ．nemu_nc＠marimo.or.jp 

URL．http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html 

 

◆8月の休 館 日：7,14,21,28日 

◆8月の開館時間：9：00～17：00 

◆団体でご利用の方へ 

自然観察や学習、スライドの上映などのプロ

グラムをご利用いただけます。（要 事前申込） 

2013年 7月発行 

観察会などへの参加申込み、お問い合わせは… 
春国岱ネイチャーセンターへ、電話（0153-25-3047）もしくは直接お願いいたします。 

マナーを守って… 

美しい自然や生きものが安心して暮らせる

ように… 

●観察路から外れないようにしてください 

●動植物の採取や捕獲はしないでください 

●ゴミはお持ち帰りください 

●所定の場所での喫煙にご協力ください 

●春国岱入り口駐車場から奥は、一般車両の

乗り入れは禁止されています 

●キタキツネやエゾシカ、野鳥など

野生動物の生息地です。ペットを

持ち込んだり、放したりすること

はご遠慮ください 

ボランティア 

春国岱ネイチャーセンターでは、ボランテ

ィアグループスンクと個人参加のフィール

ドボランティアが活動をしています。 

レンジャーと一緒に自然を調べたり、観察

会を開催したり、自主イベントを企画・実

施したりなど様々な活動を行っています。 

いつからでも、経験がなくてもはじめられ

ます。気軽にお問合せください。 

◆対象：高校生以上 

◆会費・保険料（年間）： 

 フィールドボランティア 300円 

 ボランティアグループスンク 1500円 


